二、馬ノ山古墳群
１　馬ノ山古墳群の概説
馬ノ山古墳群の重　　　東郷湖東畔のなだらかな丘陵には、旧舎人村宮内周辺に散在する円墳や、横穴式石室をまじえ

要性　　　　　　　　た一群と、旧浅津村南谷背後に集まる円墳の一群、それに馬ノ山４号墳を主墳とする前方後円墳、円墳、横穴式石室とをふくめたいわゆる馬ノ山古墳群の三群がある。

　　　　　　　　　　　この三群のうち、馬ノ山古墳群が１ばん歴史に多くの問題を提供してくれる文化的価値をもつ重要な一群で、すでに前章においてその背影を紹介したとおりである。（北山古墳も佐々木・大村の研究で副葬品の文化的価値がわかった）

